

















































































































































































































































































































































































































































































































































































・日中関係 阿片戦争（1840～42年）後：固陋の国の評価 陸 南の評価
脱亜論（1885年）―福沢諭吉
日清戦争 文野の戦争 中国蔑視
日露両戦争の勝利は、日本を弱小国より先進諸国に並ぶ強国の地位にまで押し上げ
た→条約改正の成功→大国への道 国際連盟理事国
・明治初期の論説
ヨーロッパの政治家は 万国公法は公道正理であるというが 彼らがアジアで行って
いることは 公法も道理も見られないようである故に彼らの万国公法は欧米のみの
もので彼らのいう道理は 欧米のみに通用する道理である。
早法89巻２号（2014）146
・孫文の名言：日本は覇道の鷹犬となるか 或は 東方王道の牙城となるか
覇道：武力を用いて人を圧迫する文化
王道：人を感化し人を圧迫せず人に徳を思わせ人に脅威を感じせしめない文化仁義
道徳の文化
・吉野作造の言：「彼等は自己の定めたる規則におこがましくも万国公法の名を与
え、自己の歴史を 称して世界歴史といへり。欧州の利害は即ち世
界の利害にして人道とは欧州的同情以外に出でざるものと誣うるに
至る。」
【参考文献】
西川長夫『国境の越え方―国民国家論序説』増補、平凡社、2001年
松本三之介『近代日本の中国認識―徳川期儒学から東亜共同体まで』以文社、2011
年
以上
【付記】
本文中でふれた「19世紀慣習国際法」については、本年、2013年２月に、成文堂よ
り、『開国後日本が受け入れた国際法―19世紀における慣習国際法の研究』として、
出版できたことを御報告いたします。
2013年７月吉日 島田征夫記
最終講義（島田) 147
